
⼤ 阪 府 ※Q１の回答は担当者の個⼈情報であるため省略。
Q5

防災・危機管
理部局職員総
数（⼈）

うち⼥性⼈数
（⼈）

はい いいえ Q3で「いい
え」と回答

「災害対応⼒
を強化する⼥
性の視点〜男
⼥共同参画の
視点からの防
災・復興ガイ
ドライン〜」
を教材として
活⽤した。

「災害対応⼒
を強化する⼥
性の視点」実
践的学習プロ
グラム（令和3
年5⽉）を教
材として活⽤
した。

研修・訓練の
企画から実施
まで、男⼥共
同参画担当部
局と防災・危
機管理担当部
局が連携して
取り組んだ。

男⼥共同参画
部局または男
⼥共同参画セ
ンターの職員
が講師を務め

た。

男⼥共同参画
部局、防災・
危機管理担当
部局以外の、
災害対応を⾏
う部局（福
祉・教育・保
健担当等）の
職員が参加し

た。

⼥性職員への
参加勧奨（広
報、声がけ
等）を⾏っ

た。

その他

⼤ 阪 市 41 4 〇 〇
堺 市 16 4 〇 〇 〇 〇 〇
岸 和 ⽥ 市 8 0 〇 〇
豊 中 市 11 3 〇 〇
池 ⽥ 市 5 1 〇 〇 市防災訓練において、⼥性の視

点に⽴った避難所設営等訓練
（⼀部）を⾏った。

吹 ⽥ 市 11 3 〇 〇 独⽴⾏政法⼈国⽴⼥性教育会館
主催の男⼥共同参画の視点によ
る災害対応研修へ参加

泉 ⼤ 津 市 7 1 〇 〇
⾼ 槻 市 12 2 〇 〇
⾙ 塚 市 5 0 〇 〇
守 ⼝ 市 8 2 〇 〇
枚 ⽅ 市 20 4 〇 〇
茨 ⽊ 市 13 2 〇 〇
⼋ 尾 市 12 3 〇 〇
泉 佐 野 市 6 0 〇 〇
富 ⽥ 林 市 7 0 〇 〇
寝 屋 川 市 33 8 〇 〇
河内⻑野市 8 1 〇 〇
松 原 市 9 1 〇 〇
⼤ 東 市 8 1 〇 〇
和 泉 市 7 0 〇 〇
箕 ⾯ 市 4 1 〇 〇
柏 原 市 5 2 〇 〇
⽻ 曳 野 市 7 1 〇 〇
⾨ 真 市 6 1 〇 〇
摂 津 市 9 2 〇 〇
⾼ ⽯ 市 10 0 〇 〇
藤 井 寺 市 11 1 〇 〇 独⽴⾏政法⼈国⽴⼥性教育会館

主催の「男⼥共同参画の視点に
よる災害対応研修」への参加

東 ⼤ 阪 市 12 4 〇 〇
泉 南 市 5 0 〇 〇
四 條 畷 市 6 1 〇 〇
交 野 市 7 1 〇 〇
⼤阪狭⼭市 9 1 〇 〇
阪 南 市 4 0 〇 〇

島 本 町 4 1 〇 〇
豊 能 町 6 0 〇 〇
能 勢 町 4 0 〇 〇
忠 岡 町 3 0 〇 〇
熊 取 町 4 0 〇 〇
⽥ 尻 町 5 1 〇 〇
岬 町 3 0 〇 〇
太 ⼦ 町 5 1 〇 〇
河 南 町 7 0 〇 〇
千早⾚阪村 5 0 〇 〇

本庁の⾏政職員のうち、防
災・危機管理部局に配置され
ている⼥性職員の状況を教え

てください。
（令和4年12⽉31⽇現在）

令和4年1⽉1⽇から令和4年12
⽉31⽇までの間に、職員に対
し、「男⼥共同参画の視点か
らの防災」をテーマにした研
修・訓練を1回以上実施しま

したか？

男⼥共同参画の視点からの防災研修・訓練を実施するにあたり、どのような取組を⾏いましたか？ Q4でその他を選択した場合には
回答をお願いします。

市 区 町 村 Q2 Q3 Q4



⼤ 阪 府
Q10

はい いいえ 防災会議委
員の総数
（⼈）

⼥性委員数
（⼈）

はい いいえ Q6で「いい
え」と回答

Q8で「いい
え」と回
答、または
Q6で「いい
え」と回答

防災会議の
委員に関す
る条例を改
正した。

5号委員に
ついて、庁
内職員を任
命する際に
は、職位に
関わらず積
極的に⼥性
職員を登⽤
した。

7号委員に
ついて、指
定公共機関
⼜は指定地
⽅公共機関
から⼥性の
役員⼜は職
員を登⽤し

た。

8号委員に
ついて、⾃
主防災組織
を構成する
者⼜は学識
経験のある
者のうち、
⼥性を積極
的に登⽤し

た。

防災会議の
下部組織
（部会等）
や実質的な
事務を担う
幹事に⼥性
を登⽤し
た。

委員を公募
し、⼥性を
積極的に登
⽤した。

専⾨性を有
する⼥性の
⼈材リスト
を作成し、
関係団体へ
の⼥性委員
の推薦を要
請した。

男性委員に
対し、男⼥
共同参画の
視点の重要
性について
の研修や情
報共有を
⾏った。

その他

⼤ 阪 市 〇 47 11 〇 〇 新たな機関に防災会議委員を依
頼する際には、男⼥共同参画の
視点に基づく⼥性委員の就任に
ついて説明を⾏っている。

堺 市 〇 60 27 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⼥性、⼦ども、⾼齢者、障害
者、外国⼈、LGBTQ等の⽀援団
体へ幅広く呼び掛けた。

岸 和 ⽥ 市 〇 31 2 〇 〇 委員推薦の依頼⽂書に次の⼀⽂
を記載した。
「男⼥共同参画の観点より、委
員の候補に⼥性の⽅がいらっ
しゃる場合は、⼥性の積極的な
推薦に関しても併せてご協⼒よ
ろしくお願い申し上げます。」

豊 中 市 〇 43 5 〇 〇
池 ⽥ 市 〇 42 6 〇 〇
吹 ⽥ 市 〇 35 5 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 34 6 〇 〇 ⼥性団体への参画を依頼してい

る。
⾼ 槻 市 〇 39 1 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 40 6 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 34 7 〇 〇 〇 各機関に委嘱依頼をする際に、

男⼥共同参画の観点から⼥性委
員の積極的登⽤を推進している
旨伝えている。委員推薦に際し
てはその点を考慮に⼊れるよう
依頼。

枚 ⽅ 市 〇 42 7 〇 〇 委嘱依頼の際に、男⼥共同参画
計画にかかる趣旨説明⽂を作成
し送付することで、各機関から
の推薦時における⼥性登⽤の呼
びかけを実施している。

茨 ⽊ 市 〇 34 5 〇 〇
⼋ 尾 市 〇 56 6 〇 〇 各団体・機関への委員の登⽤依

頼に際し、⼥性委員の登⽤につ
いて協⼒を呼び掛けている。

泉 佐 野 市 〇 22 1 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 35 7 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 40 4 〇 〇
河内⻑野市 〇 26 1 〇 〇
松 原 市 〇 36 3 〇 〇
⼤ 東 市 〇 28 2 〇 〇 条例において市⻑が防災に関し

必要と認める者として9号委員を
設けており、9号委員では⼥性
を登⽤している。

和 泉 市 〇 40 8 〇 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 27 3 〇 〇
柏 原 市 〇 40 5 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 27 1 〇 〇
⾨ 真 市 〇 24 3 〇 〇 9号委員については、⼥性消防

団員を選出している。
摂 津 市 〇 32 4 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 35 4 〇 〇 〇 〇 10号委員（その他、市⻑が必要

と認めるもの）について、⼥性
を積極的に登⽤した。

藤 井 寺 市 〇 29 4 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 60 10 〇 〇
泉 南 市 〇 12 0 〇 〇
四 條 畷 市 〇 24 2 〇 〇
交 野 市 〇 30 5 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 24 3 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 40 2 〇 〇

島 本 町 〇 31 5 〇 〇 住⺠の中から防災について積極
的に意⾒を出していただける⼥
性を委嘱した。

豊 能 町 〇 27 1 〇 〇
能 勢 町 〇 18 1 〇 〇
忠 岡 町 〇 32 4 〇 〇
熊 取 町 〇 40 7 〇 〇 11号委員として、町の防災上特

に必要と認める者として、⼥性
を登⽤している。

⽥ 尻 町 〇 25 2 〇 〇
岬 町 〇 39 4 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 20 2 〇 〇
河 南 町 〇 21 3 〇 〇
千早⾚阪村 〇 21 1 〇 〇

市 区 町 村 Q6 Q7 Q8 Q9

地⽅防災会議を設置して
いますか。

地⽅防災会議の委員の⼈
数（委員⻑を含む）につ
いて教えてください。
（令和4年12⽉31⽇現

在）

地⽅防災会議に⼥性委員を増やすた
めの取組をしていますか？

地⽅防災会議に⼥性委員を増やすためにどのような取組を⾏っていますか？ Q9でその他を選択した場合には
回答をお願いします。



⼤ 阪 府
Q13 Q15

はい いいえ 指針を作成・
修正していな

い

Q11で「いい
え」または
「指針を作
成・修正して
いない」と回

答

防災・危機管
理担当部局と
男⼥共同参画
部局や男⼥共
同参画セン
ターと連携し
て作成した。

男⼥共同参画
部局や男⼥共
同参画セン
ターの役割を
位置づけた。

住⺠参画によ
るワーク

ショップや意
⾒交換を実施
し、⼥性の意
⾒を聞くため
の⼯夫をし
た。

その他 記載されて
いない、ま
たはQ11で
「指針を作
成・修正し
ていない」

                       と回答

プライバ
シーの確保

情報の伝
達、コミュ
ニケーショ
ンの確保

妊産婦、乳
幼児を持つ
⼥性への⽀

援

避難所内で
の託児所の

設置

病⼈、障害
者、⾼齢者
などの世話
をしている
⽅への⽀援

⼥性への暴
⼒やセクハ
ラ防⽌のた
めの安全対

策

避難所運営
への⼥性の
参画の推進

その他

⼤ 阪 市 〇 〇 地域防災計画修正の際に男⼥共同
参画部局（市⺠局）や外部機関の
委員に意⾒照会を⾏うとともに、
避難所開設・運営マニュアル改訂
の際には各区役所や専⾨職員に意
⾒照会を⾏っている。

〇 〇 〇 〇 〇

堺 市 〇 〇 〇 〇 ・庁内委員会(避難所⽣活者環境
改善専⾨部会)に男⼥共同参画部
局(男⼥共同参画センター)職員が
参加し、避難所運営マニュアル改
定についての検討を⾏った。
・地域防災計画改定の際、幅広い
分野の委員から書⾯により意⾒を
聴取した。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ・内閣府のガイドラインに掲
載されているピクトグラムを
参考に、避難所で掲⽰する
様々なピクトグラムの作成を
検討している。

岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
池 ⽥ 市 〇 〇 防災訓練時において、男⼥双⽅の

視点を踏まえた内容を取り⼊れる
よう⼼がけている。
災害対策本部組織編成に「⼥性⽀
援班（仮称）」を新設する⽅向で
検討中。

〇 〇 〇 〇 〇

吹 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 地域防災計画や避難所運営マニュ

アルにおいて、「男⼥双⽅の視点
を踏まえて体制を整備する」旨を
記載している。
また、⼥性の意⾒を取り⼊れ、避
難所運営や備蓄物資、防災訓練の
⾒直しを⾏っている。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

⾼ 槻 市 〇 〇 〇 〇 ⾼槻市⼥性の視点に配慮した防災
対策に関する検討委員会（庁内横
断的に⼥性職員で構成）により、
「⼥性が提案する避難所運営」に
焦点を当てた「避難所運営マニュ
アル作成モデル別冊」を平成29年
度に作成した。

〇 〇 〇 〇 〇

⾙ 塚 市 〇 〇 ・避難所に開設について男⼥の
ニーズに違い等、男⼥双⽅の視点
に配慮する旨を明記している。
・避難所運営委員会の委員には⼥
性の参加の促進に努める旨を明記
している。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

守 ⼝ 市 〇 〇 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇 〇 〇 ⼥性更⾐室（兼授乳室）の確

保。
茨 ⽊ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼋ 尾 市 〇 〇 避難所運営マニュアルにおいて、

住⺠による避難所運営組織の育成
において、⼥性の参加促進につい
て取り組むことを位置付けてい
る。

〇

泉 佐 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 男⼥共同参画の視点を取り⼊れる

旨を記載。
〇 〇 〇 〇

寝 屋 川 市 〇 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
松 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 ⼥性職員からの意⾒聴取 〇 〇 〇
和 泉 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
柏 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇
摂 津 市 〇 〇 平成26年度の地域防災計画改定時

に、⼥性の視点からの防災を検討
するため、⼥性専⾨委員会を設置
した。
また、有志の職員で構成される
「摂津市⼥性政策推進研究会」
が、男⼥共同参画の視点に配慮し
た職員向けの避難所運営ガイドを
作成した。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 男⼥それぞれの特有な相談に
対応するため、医師、助産
師、保健師、看護師、カウン
セラーの専⾨相談員を配置。

⾼ ⽯ 市 〇 〇 計画を作成する際に、男⼥共同参
画部⾨に対して意⾒を求めた。

〇 〇 〇

藤 井 寺 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 避難所運営マニュアル策定・修正

時には、内閣府（防災担当）の
「避難所運営マニュアル」や⼤阪
府の「避難所運営マニュアル作成
指針」を参考にし、できるだけ男
⼥共同参画の視点を取り⼊れるよ
うにしている。

〇 〇 〇 〇 〇

泉 南 市 〇 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇 〇 〇 被災時の男⼥ニーズ違い等、
双⽅視点に⼗分配慮されるよ
う努めことが必要

豊 能 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
能 勢 町 〇 〇 避難所運営スタッフを男⼥均衡の

とれた⼈員配置に努めている。
〇 〇

忠 岡 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 地⽅防災計画に、指定避難所の管

理運営するうえで、男⼥のニーズ
の違い等男⼥双⽅の視点への配慮
するよう努めることについて掲載
している。

〇 〇 〇 〇

⽥ 尻 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岬 町 〇 〇 〇 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Q14でその他を選択した場合
には回答をお願いします。

市 区 町 村 Q11 Q12 Q14

これまでに地域防災計画や避難所運営に
関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイド
ラインを含む）の作成・修正にあたって、
男⼥共同参画の視点を取り⼊れるための

取組をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

地域防災計画や避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイド
ラインを含む）の作成・修正にあたり、男⼥共同参画の視点を取り⼊

れるためにどのような取組を⾏っていますか？

Q12でその他を選択した場合には
回答をお願いします。

避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に次の項⽬が記載されていますか？



⼤ 阪 府
Q17

記載されて
いない、ま
たはQ11で
「指針を作
成・修正し
ていない」

 と回答

更⾐室 授乳室 おむつ替え
スペース
（⼤⼈⽤、
こども⽤）

トイレ（男
⼥別、多⽬

的）

間仕切り
（感染症予
防の観点の
みからの設
置は含まな

い）

男⼥別洗濯
物⼲し場

簡易調理施
設（調乳や
離乳⾷・介
護⾷の調理
等のため）

その他 ⼥性⽤品：
⽣理⽤ナプ

キン

⼥性⽤品：
おりもの
シート

⼥性⽤品：
サニタリー
ショーツ

⼥性⽤品：
防犯ブザー
/ホイッス

ル

⼥性⽤品：
⼥性⽤下着
（各種サイ
ズ）

若者（⼥
性）：⼥児
⽤下着（発
達段階ごと
に適したサ
イズ、形態
のもの）

妊産婦：妊
産婦⽤下着

妊産婦：妊
産婦⽤⾐類

妊産婦：⺟
乳パッド

⼥性・妊産
婦⽤品を備
蓄していな

い

⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
堺 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇 〇 〇 ⼦どもの遊び場スペース 〇
池 ⽥ 市 〇 個室、介護できるスペー

スという表現で記載
〇

吹 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 槻 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 〇 〇 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
茨 ⽊ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼋ 尾 市 〇 〇 〇 〇 〇
泉 佐 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
松 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 〇
和 泉 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 育児室の設置（⼦の遊ば

せ、夜泣きなどの際の退
避スペースとして使⽤
可）

〇

柏 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇
摂 津 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 〇 〇 〇 〇
藤 井 寺 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
泉 南 市 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇
豊 能 町 〇 〇 ⼥性の要望の把握 〇
能 勢 町 〇 〇 〇
忠 岡 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 〇 〇 〇
⽥ 尻 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岬 町 〇 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇 〇 〇

避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に男⼥共同参画の視点を考慮して、下記の設
備の設置が記述されていますか？

Q16でその他を選択した
場合には回答をお願いし

ます。

現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。
市 区 町 村 Q16 Q18



⼤ 阪 府

乳幼児⽤
品：粉ミ
ルク（ア
レルギー⽤
含む）⼜
は液体ミ
ルク

乳幼児⽤
品：枕や
クッショ
ン（授乳
室ごとに数
個）

乳幼児⽤
品：授乳
⽤ケー
プ・バス
タオル等
（ストー
ルでも
可）

乳幼児⽤
品：乳幼
児⽤飲
料・軟⽔

乳幼児⽤
品：哺乳
瓶・⼈⼯
乳⾸・
コップ
（授乳⽤
に使い捨
て紙コッ
プ可）

乳幼児⽤
品：消毒
剤・洗
剤・洗浄
⽤ブラシ
等の器具

乳幼児⽤
品：湯沸
かし器
具・煮沸
⽤鍋（⾷
⽤と別）

乳幼児⽤
品：離乳
⾷（アレ
ルギー対応
⾷を含
む）

乳幼児⽤
品：⽫・
スプーン
（乳幼児
サイズ）

乳幼児⽤
品：乳幼
児⽤紙お
むつ（各
種サイズ、
⼥児⽤、
男児⽤）

乳幼児⽤
品：おし
りふき

乳幼児⽤
品を備蓄
していない

介護⽤
品：⼤⼈
⽤紙おむ
つ（各種
サイズ、⼥
性⽤、男
性⽤）

介護⽤
品：尿取
りパッド
（⼥性
⽤、男性
⽤）

介護⽤
品：おし
りふき

介護⽤
品：介護
⾷（おか
ゆ、とろ
み⾷、と
ろみ剤）

介護⽤
品：簡易
トイレ・
据置式洋
式トイレ

介護⽤
品：防犯
ブザー/
ナース
コール

介護⽤
品：義⻭
洗浄剤

外国⼈
（⼥

性）：ス
トール

外国⼈
（⼥

性）：宗
教上の理
由に関わ
らず⾷べ
られる⾷
べ物

共通：中
⾝の⾒え
ないゴミ
袋（⽣理
⽤品、お
むつ⽤
等）

共通：ス
プーン・
フォーク
（外国
⼈、介護
⽤等）

共通：プ
ライバシー
が⼗分に
保護され
る間仕切
り・パー
ティション

共通：⾜
腰が悪い
⼈のため
の寝具
（段ボー
ルベッド
等）

介護、外
国⼈（⼥
性）⽤品
等を備蓄
していない

⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇 〇
堺 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
池 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
吹 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 槻 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 〇 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
茨 ⽊ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼋ 尾 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
泉 佐 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
松 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
和 泉 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
柏 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
摂 津 市 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
藤 井 寺 市 〇 〇 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
泉 南 市 〇 〇 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 能 町 〇 〇 〇 〇 〇
能 勢 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
忠 岡 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽥ 尻 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岬 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。 現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。
市 区 町 村 Q19 Q20



⼤ 阪 府
Q24

はい いいえ 計画を策定
していない

はい いいえ Q22で「いい
え」と回答

物資の準備
の際にガイド
ラインの

「備蓄チェッ
クシート」
を活⽤し
た。

物資の準備
の際に⼥性
職員や男⼥
共同参画部
局の職員が
参画した。

公的な備蓄だけでは
対応できない事態が
⽣じることを想定
し、⼥性、乳幼児等
が必要とする物資の
調達のため、倉庫業
者や運送業者等の関
係団体や企業との協
定や、他の地⽅公共
団体と災害援助協定

を締結した。

住⺠に平常時から
の備えを促すた
め、⼥性⽤品や乳
幼児⽤品を含む⽣
活必需品のローリ
ングストックや⾮
常時持出袋の準備
等について、防災
訓練や各種イベン
ト等を通じて啓発

した。

その他

⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇 〇
堺 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 区別防災マップを改定に合わ

せ、妊産婦・⼦育て世帯向け
の防災マップの作成・周知を
⾏った。

岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇 〇 〇
池 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
吹 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 槻 市 〇 〇 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇 〇
茨 ⽊ 市 〇 〇 〇 〇
⼋ 尾 市 〇 〇 〇
泉 佐 野 市 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 〇
松 原 市 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 〇 〇
和 泉 市 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇
柏 原 市 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇 課内の⼥性職員に⽣理⽤品の

購⼊について意⾒を聞いた。
摂 津 市 〇 〇 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 〇 〇 〇
藤 井 寺 市 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 〇
泉 南 市 〇 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇
豊 能 町 〇 〇 〇
能 勢 町 〇 〇
忠 岡 町 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 〇
⽥ 尻 町 〇 〇 〇 〇
岬 町 〇 〇 〇 男⼥共同参画担当課と協議
太 ⼦ 町 〇 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇

Q18〜20の備蓄品について、期限管理や
定期的な在庫確認（棚卸し）について備

蓄計画等で決めていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

これまで物資の備蓄にあた
り、男⼥共同参画の視点を
取り⼊れるための取組をし

ていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

物資の備蓄にあたり、男⼥共同参画の視点を取り⼊れるためにどのような取組を⾏っていますか？ Q23でその他を選択した場合に
は回答をお願いします。

市 区 町 村 Q21 Q22 Q23



⼤ 阪 府
Q27 Q30

はい いいえ Q25で「い
いえ」と回

答

⾃治会⻑や⾃
主防災組織の
男性リーダー
に対し、男⼥
共同参画の視
点の重要性に
ついての理解
促進や啓発を
⾏った。

⼥性による
⾃主防災組
織の形成を
⽀援した。

その他 はい いいえ Q28で「い
いえ」と回

答

⼥性を対象
とした防災
リーダー養
成講座を実
施した。

男⼥共同参
画の視点か
らの防災を
テーマに
し、住⺠向
けの防災講
座やセミ
ナーを実施
した。

⼥性を中⼼と
した防災訓練
を実施した。
もしくは、防
災訓練に⼥性
の参加者を増
やすための⼯
夫を⾏った。

その他

⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇
堺 市 〇 〇 〇 〇 〇
岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇 〇 〇 地域防災計画に記載
池 ⽥ 市 〇 〇 防災講座、防災訓練

にて啓発
〇 〇

吹 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 槻 市 〇 〇 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 〇 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇 〇
茨 ⽊ 市 〇 〇 ⼥性を対象とした防

災講座で⾃主防災組
織への加⼊を勧め
た。

〇 〇

⼋ 尾 市 〇 〇 〇 〇 〇
泉 佐 野 市 〇 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 〇 〇
松 原 市 〇 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 〇 〇
和 泉 市 〇 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇 〇
柏 原 市 〇 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇 〇 防災イベント等で⼥

性消防団員に参加して
もらい啓発活動を⾏
う。

摂 津 市 〇 〇 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 〇 ⾃主防災組織を対象

とした勉強会や訓練
へ⼥性が参画するよ
う促した。

〇 〇

藤 井 寺 市 〇 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 〇 〇
泉 南 市 〇 〇 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇 〇
豊 能 町 〇 〇 〇 〇
能 勢 町 〇 〇 〇 〇
忠 岡 町 〇 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 〇 〇 ⾃治会の⾃主防災組

織の役員移動の報告
時や⾃主防災組織連
絡協議会の会議など
の機会を捉え、防災
活動への⼥性の参画
を促進した。

⽥ 尻 町 〇 〇 〇 〇 防災リーダー養成講
座の参加を促進し
た。

岬 町 〇 〇 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇 〇

Q29でその他を選択し
た場合には回答をお

願いします。

市 区 町 村 Q25 Q26 Q28 Q29

これまで⾃主防災組織への
⼥性の参画を促すための取

組をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

これまで⾃主防災組織への⼥性の参画を促すためにどの
ような取組を⾏っていますか？

Q26でその他を選択
した場合には回答を
お願いします。

これまで地域の防災活動に
⼥性が参画するための取組

をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

地域の防災活動に⼥性が参画するためにどのような取組を⾏っていま
すか？



⼤ 阪 府 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q33 Q35

はい いいえ Q31で「いい
え」と回答

災害対策本部
の構成員に男
⼥共同参画担
当部局の⻑、
⼜は男⼥共同
参画センター
⻑を配置し

た。

災害対策本部や
下部組織（避難
所対策チーム
等）、事務局組
織に⼥性職員、
男⼥共同参画担
当部局、男⼥共
同参画センター
の職員を配置し

た。

その他 取組をしてい
ない

特にしていな
い

⼥性職員が宿
直等を安全・
安⼼に⾏える
環境の整備を
している。

庁舎内で⼀時
的にこどもを
預かるための
場所、⼈材を
確保してい
る。

⺠間の保育事
業者や介護事
業者等とこど
もや要配慮者
等の⼀時預か
りに関する協
定を提携して
いる。

メンタルヘルスケ
アを⾏っている。
（例：災害対応に
携わる職員⾃⾝も
被災者であること
から、⽀援側のス
トレス緩和や⼼⾝
のケアのための休
養や相談環境の整

備等）

その他

⼤ 阪 市 〇 〇 〇
堺 市 〇 〇 〇 〇
岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇
池 ⽥ 市 〇 〇 〇 ⼥性職員については、夜間帯

の業務をできる限り外せるよ
う配慮している。

吹 ⽥ 市 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 〇 ⼥性への性被害のリスクを軽

減するため、防災服の男⼥統
⼀を進めている。

⾼ 槻 市 〇 〇 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇
茨 ⽊ 市 〇 〇 〇
⼋ 尾 市 〇 〇 〇
泉 佐 野 市 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 〇
松 原 市 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 〇
和 泉 市 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇
柏 原 市 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇
摂 津 市 〇 〇 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 〇 〇
藤 井 寺 市 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 〇
泉 南 市 〇 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇
豊 能 町 〇 〇 〇
能 勢 町 〇 〇 〇
忠 岡 町 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 〇
⽥ 尻 町 〇 〇 〇
岬 町 〇 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇

市 区 町 村 Q31 Q32 Q34

令和4年1⽉1⽇から令和4年12
⽉31⽇までの間に、災害対策
本部（災害対策基本法で定義
される災害対策本部に限

る。）が設置されましたか？
（※）

災害対策本部において、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？
（※）

Q32でその他
を選択した場
合には回答を
お願いしま
す。（※）

令和4年12⽉31⽇時点において、災害対応業務に参画する⼥性職員・男性職員に対する⽀援対策を
⾏っていますか？

Q34でその他を選択した場合
には回答をお願いします。



⼤ 阪 府 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q38 Q40

Q39でその他を選択した場合
には回答をお願いします。

（※）

はい いいえ Q36で「い
いえ」と回

答

「避難所
チェック
シート」を
活⽤し、避
難所の設
置・運営を
⾏った。

避難所の運
営にあたる
職員に「避
難所チェッ
クシート」
の活⽤を周
知した。

プライバ
シーの確保
を⾏った。

要配慮者へ
の配慮を
⾏った。

⼥性の視点
を踏まえた
トイレ・⼊
浴施設の設
置を⾏っ
た。

⼥性に対す
る暴⼒の防
⽌・安全確
保の取組を
⾏った。

避難所の運
営体制に⼥
性が参画す
るよう推進
した。

⼥性、男
性、育児・
介護を⾏う
世帯等の多
様なニーズ
の把握を
⾏った。

その他 取組をして
いない

Q36で「い
いえ」と回

答

⼥性、男
性、育児・
介護を⾏う
世帯等の多
様なニーズ
の把握を
⾏った。

⼥性⽤品、
乳幼児⽤品
等の物資や
⾷料の提供
を⾏った

その他 取組をして
いない

⼤ 阪 市 〇 〇 〇
堺 市 〇 〇 〇 避難所の開設が短時間であったた

め、取組を実施する必要がなかっ
た。

〇 避難所の開設が短時間であっ
たため、取組を実施する必要
がなかった。

岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
豊 中 市 〇 〇 〇
池 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
吹 ⽥ 市 〇 〇 〇
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 槻 市 〇 〇 〇
⾙ 塚 市 〇 〇 〇
守 ⼝ 市 〇 〇 〇 〇 〇
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇
茨 ⽊ 市 〇 〇 職員には、本市の避難所運営マニュ

アルに基づいた避難所運営ができる
よう「避難所開設チェックシート」
を別途作成しており、シートに基づ
いた避難所開設（ゾーニング含）が
できるよう周知している。なお、今
年度台⾵や⼟砂災害に備えた避難所
を開設したが、規模も⼤きくなく、
プライバシーの確保や要配慮者⽀援
等に⾄るまでの運営を⾏う必要がな
かった。

〇

⼋ 尾 市 〇 〇 〇
泉 佐 野 市 〇 〇 〇
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇
寝 屋 川 市 〇 〇 〇
河内⻑野市 〇 〇 避難者数⼈のため対応不要であっ

た。
〇

松 原 市 〇 〇 〇
⼤ 東 市 〇 〇 〇 市内福祉施設を福祉避難所

（幼児、妊産婦⽤等）として
使⽤する協定の締結

和 泉 市 〇 〇 〇 〇 〇
箕 ⾯ 市 〇 〇 避難所を開設したが、避難者が少な

かったため、様々な⽴場の⽅への細
やかな配慮をした避難所運営が⾏わ
れなかった。

〇 避難所を開設したが、避難者
が少なかったため、様々な⽴
場の⽅への細やかな配慮をし
た避難所運営が⾏われなかっ
た。

柏 原 市 〇 〇 〇
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾨ 真 市 〇 〇 〇
摂 津 市 〇 〇 〇
⾼ ⽯ 市 〇 〇 〇
藤 井 寺 市 〇 〇 〇
東 ⼤ 阪 市 〇 〇 実際に避難所が開設されるタイミン

グではないが、毎年出⽔期前に避難
所担当職員を対象とした研修を⾏っ
ており、その中で配布する避難所運
営マニュアルの中に避難所運営を⾏
う上での配慮事項など⼀部男⼥共同
参画の視点を取り⼊れた内容が含ま
れている。

〇

泉 南 市 〇 〇 〇
四 條 畷 市 〇 〇 〇
交 野 市 〇 〇 〇
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇
阪 南 市 〇 〇 〇

島 本 町 〇 〇 〇
豊 能 町 〇 〇 〇 〇 〇
能 勢 町 〇 〇 〇 〇
忠 岡 町 〇 〇 〇
熊 取 町 〇 〇 〇
⽥ 尻 町 〇 〇 〇
岬 町 〇 〇 〇
太 ⼦ 町 〇 〇 〇
河 南 町 〇 〇 〇
千早⾚阪村 〇 〇 〇

令和4年1⽉1⽇から令和4
年12⽉31⽇までの間に、
避難所が開設されました

か？（※）

避難所の開設・運営にあたり、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※） Q37でその他を選択した場合には回
答をお願いします。（※）

在宅避難、⾞中泊避難を含む避難所以外の避難者について、男⼥共
同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※）

市 区 町 村 Q36 Q37 Q39



⼤ 阪 府 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q43 Q45 Q46

はい いいえ Q41で「い
いえ」と回

答

復興対策本
部の構成員
に⼥性を配
置した。

復興対策本部
の事務局組織
に⼥性職員、
男⼥共同参画
担当部局、男
⼥共同参画セ
ンターの職員
を配置した。

その他 取組をして
いない

Q41で「い
いえ」と回

答

復興計画の策
定に向けた委
員会等におい
て⼥性委員の
割合を増やす
等、⼥性の参
画を促した。

復興計画委
員会の下部
組織（分科
会）に⼥性
の参画を促
した。

⽣活再建⽀
援として、
⼥性の視点
からの取組
を⾏った。

その他 取組をして
いない

⼤ 阪 市 〇 〇 〇 令和3年度に、⼤阪市⽴⼤学（現・
⼤阪公⽴⼤学）と共同で、「⼥性と
防災に関するアンケート調査」を実
施した。
本年度は、本市ホームページ内に、
「男⼥共同参画の視点からの防災に
関する取組み」に特化したページを
開設した。
（https://www.city.osaka.lg.jp/shi
min/page/0000570910.html）

堺 市 〇 〇 〇 特になし
岸 和 ⽥ 市 〇 〇 〇 特になし
豊 中 市 〇 〇 〇 特になし
池 ⽥ 市 〇 〇 〇 防災部局と男⼥共同参画担当部局が

連携し、防災講座等を開催していこ
うと検討中。

吹 ⽥ 市 〇 〇 〇 特になし
泉 ⼤ 津 市 〇 〇 〇 ①令和3年度に洪⽔想定区域内に住

む妊産婦を対象とし、市内の協定先
ホテルへ避難できるホテル避難制度
を制定した。
この制度を有効なものとし、幅広く
周知するため、⺠間企業・団体の協
⼒の上、令和5年1⽉14⽇から15⽇に
かけて妊産婦ホテル避難訓練を実施
した。妊産婦がいる9世帯が実際に
宿泊し⼦どものための救命講習や備
蓄物資の紹介、防災⼠による講演を
⾏い、訓練終了後のアンケートでは
意識啓発、制度の周知について効果
があったことを確認できた。

②備蓄物資の選定にあたり、男⼥共
同参画担当課から意⾒を聴取した。

⾼ 槻 市 〇 〇 〇 平成26年度に⼥性職員有志による⾃
主研修会を発⾜し、⼥性の視点に配
慮した防災対策についての提⾔を
⾏った。以降、⾼槻市⼥性の視点に
配慮した防災対策に関する検討委員
会を⽴ち上げ、⼥性職員向け防災
カード（備蓄品リストや災害時の備
えを記載）、⼥性の視点でのワンポ
イントアドバイスを掲載した防災タ
ウンページ、避難所運営マニュアル
作成モデル別冊（⼥性が提案する避
難所運営）、マンホールトイレの備
蓄物品に⼥性の意⾒を取り⼊れ、啓
発チラシの作成等を⾏った。

⾙ 塚 市 〇 〇 〇 特になし
守 ⼝ 市 〇 〇 〇 特になし
枚 ⽅ 市 〇 〇 〇 特になし
茨 ⽊ 市 〇 〇 〇 特になし
⼋ 尾 市 〇 〇 〇 特になし
泉 佐 野 市 〇 〇 〇 特になし
富 ⽥ 林 市 〇 〇 〇 特になし
寝 屋 川 市 〇 〇 〇 特になし
河内⻑野市 〇 〇 〇 特になし
松 原 市 〇 〇 〇 特になし
⼤ 東 市 〇 〇 〇 特になし
和 泉 市 〇 〇 〇 特になし
箕 ⾯ 市 〇 〇 〇 特になし
柏 原 市 〇 〇 〇 特になし
⽻ 曳 野 市 〇 〇 〇 特になし
⾨ 真 市 〇 〇 〇 特になし
摂 津 市 〇 〇 〇 特になし
⾼ ⽯ 市 〇 〇 〇 毎年開催している防災シンポジウム

に、令和3，4年度は⼥性にご登壇頂
き、防災に対して⼥性からの視点も
取り⼊れご講演頂いた。（令和3年
度：坂本 真由美⽒、令和4年度：
⼥性消防団）

藤 井 寺 市 〇 〇 〇 市⺠向け講座として、男⼥共同参画
の視点からみる防災講座を配信し
た。

東 ⼤ 阪 市 〇 〇 〇 特になし
泉 南 市 〇 〇 〇 特になし
四 條 畷 市 〇 〇 〇 特になし
交 野 市 〇 〇 〇 特になし
⼤阪狭⼭市 〇 〇 〇 災害時、育児にも配慮した、乳児の

スペースを確保できる避難所⽤簡易
ベビーベッドを備蓄品として採⽤し
た。

阪 南 市 〇 〇 〇 特になし
島 本 町 〇 〇 〇 町⼥性職員に防災⼠の資格取得を促

した。
豊 能 町 〇 〇 〇 特になし
能 勢 町 〇 〇 〇 新庁舎の建築や避難所としても活⽤

するコミュニティ施設について授乳
室を設ける。また、避難所運営につ
いても個別の室内テントを設置する
などプライバシーの確保に努めてい
る。

忠 岡 町 〇 〇 〇 特になし
熊 取 町 〇 〇 〇 ⼥性防災⼠育成研修をR5年度に実施

予定
⽥ 尻 町 〇 〇 〇 備蓄計画の⾒直し・避難所運営マ

ニュアルの⾒直し
岬 町 〇 〇 〇 特になし
太 ⼦ 町 〇 〇 〇 特になし
河 南 町 〇 〇 〇 特になし
千早⾚阪村 〇 〇 〇 特になし

令和4年1⽉1⽇から令和
4年12⽉31⽇までの間
に、復興対策本部が設置
されましたか？（※）

Q44Q41 Q42市 区 町 村
復興対策本部において、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いま

したか？（※）
Q42でその他
を選択した場
合には回答を
お願いしま
す。（※）

の他、復旧・復興にあたり、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※Q44でその他
を選択した場
合には回答を
お願いしま
す。（※）

その他に男⼥共同参画の視点からの
防災に関して取り組んでいることが
ありましたら記載をお願いします。
特にない場合には、「特になし」と

回答してください。


